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平成 23 年 3 月期第 2四半期累計期間（連結・個別） 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 22 年 4 月 30 日の決算発表時に公表いたしました平成 23 年 3 月期（平成 22 年 4 月 1 日

～平成 23 年 3 月 31 日）の第 2四半期累計期間業績予想を下記のとおり修正いたしましたので

お知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 23 年 3 月期 連結業績予想の修正 

 （１）第 2四半期連結累計期間（平成 22 年 4 月 1日～平成 22 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円） 

            
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり

当期純利益

前回発表予想 （Ａ） 5,950 △300 △260 △270 △6 円 91 銭

今回修正予想 （Ｂ） 6,670 150 210 70 1 円 79 銭

増 減 額     （Ｂ―Ａ） 720 450 470 340 8 円 70 銭

増 減 率       （％） 12.1% － － － －

（ご参考）前期実績 
（平成 22 年 3月期第 2四半期） 

6,439 △22 20 △69 △1 円 70 銭

 

 （２）修正理由 

    アニメーション事業において「爆丸」プロジェクトの玩具販売が夏季商戦向けに好調を持

続し、またＴＶシリーズ「爆丸」も引き続き北米を中心に海外でヒットしております。さら

に 4月に公開した劇場映画「名探偵コナン 天空の難破船（ロスト・シップ）」が前作同様大

ヒットするなど販売収入が好調に推移しております。一方、アミューズメント事業において

も既存店の売上高が堅調に推移したことなどにより、売上高につきましては前回発表値より

7億 2千万円上回る見込みとなりました。 

    営業利益、経常利益、当期純利益につきましては、上記売上高増加による利益増により、

営業利益は前回発表値より 4億 5千万円、経常利益は前回発表値より 4億 7千万円、当期純

利益は前回発表値より 3億 4千万円それぞれ上回る見込みです。 

 

 （３）通期（平成 22 年 4 月 1日～平成 23 年 3 月 31 日） 

    通期業績予想につきましては、上記修正があるものの下半期以降の厳しい経営環境等を勘

案し、平成 22 年 4 月 30 日の決算発表時に公表いたしました予想を変更しておりません。 



 
２．平成 23 年 3 月期 個別業績予想の修正 

 （１）第 2四半期累計期間（平成 22 年 4 月 1日～平成 22 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円） 

            
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり

当期純利益

前回発表予想 （Ａ） 4,250 △290 △210 △160 △4 円 09 銭

今回修正予想 （Ｂ） 4,840 50 140 70 1 円 79 銭

増 減 額     （Ｂ―Ａ） 590 340 350 230 5 円 88 銭

増 減 率       （％） 13.9% － － － －

（ご参考）前期実績 
（平成 22 年 3月期第 2四半期） 

4,372 △46 54 23 58 銭

 

 （２）修正理由 

    連結業績予想のアニメーション事業における修正理由と同じ理由により、売上高につきま

しては前回発表値より5億9千万円、営業利益につきましては前回発表値より3億4千万円、

経常利益につきましては前回発表値より 3億 5千万円、当期純利益につきましては前回発表

値より 2億 3千万円それぞれ上回る見込みです。 

 

 （３）通期（平成 22 年 4 月 1日～平成 23 年 3 月 31 日） 

    通期業績予想につきましては、上記修正があるものの下半期以降の厳しい経営環境等を勘

案し、平成 22 年 4 月 30 日の決算発表時に公表いたしました予想を変更しておりません。 

 

 
  ※上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成した

ものであり、実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

 
              以 上 


